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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成26年3月13日(2014.3.13)

【公開番号】特開2012-155221(P2012-155221A)
【公開日】平成24年8月16日(2012.8.16)
【年通号数】公開・登録公報2012-032
【出願番号】特願2011-15706(P2011-15706)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   7/28     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   7/34     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  13/36     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/232    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｎ
   Ｇ０２Ｂ   7/11    　　　Ｃ
   Ｇ０３Ｂ   3/00    　　　Ａ
   Ｈ０４Ｎ   5/232   　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成26年1月24日(2014.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本発明の撮像装置は、光学系の射出瞳の異なる領域を通っ
た光束をそれぞれ受光する複数の光電変換部が複数の方向に配列された分割画素を複数有
し、前記分割画素毎に、第１の瞳分割方向または該第１の瞳分割方向に垂直な第２の瞳分
割方向に前記光電変換部を分けて、生成された電荷を加算読み出し可能な撮像素子と、前
記撮像素子から読み出した電荷から得られた画素毎の画像信号に基づいて、前記撮像素子
の領域を複数に分割した分割領域毎に画像のエッジの方向を判定する判定手段と、前記判
定手段により前記分割領域毎に判定されたエッジの方向に基づいて、前記分割領域毎に、
前記第１の瞳分割方向と前記第２の瞳分割方向の何れかを決定する決定手段と、前記決定
手段により決定された前記第１の瞳分割方向または前記第２の瞳分割方向に分けて、前記
各分割画素の加算読み出しを行い、対の画像信号を出力するように前記撮像素子を制御す
る読み出し制御手段と、前記読み出し制御手段による制御により前記各分割画素から出力
された対の画像信号の位相差に基づいて、焦点調節を行う焦点調節手段とを有する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　１０５は加算信号処理部で、撮像素子１０３から出力される瞳分割された画像信号を画
素毎に加算し、表示／記録用の加算画像信号を生成する。１０６はカメラ信号処理部で、
加算信号処理部１０５から得られた加算画像信号に対して、例えば、色変換、ホワイトバ
ランス、ガンマ補正等の既知の画像処理や、解像度変換処理、画像圧縮処理等の画像処理
を行い、表示／記録用の映像信号を生成する。１０７は画像解析部で、加算信号処理部１



(2) JP 2012-155221 A5 2014.3.13

０５から得られた加算画像信号から指示情報生成部１０８に渡す被写体情報を生成する。
指示情報生成部１０８は、画像解析部１０７で得られた被写体情報に基づいて、撮像素子
１０３に対する、画素毎の瞳分割方向を示す瞳分割指示情報を生成する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　図３は、図２の分割画素２１２の回路構成例を示すものである。図３において、３０５
は第１の画素読み出しトランジスタ、３０６は第２の画素読み出しトランジスタ、３０７
は第３の画素読み出しトランジスタ、３０８は第４の画素読み出しトランジスタである。
また、３０９はフローティングディフュージョン部、３１０は画素リセットトランジスタ
、３１１は行読み出しトランジスタ、３１２は画素ソースフォロワ、３１３は電源線であ
る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　まず、期間t31及び期間t32において、第１の画素読み出し制御信号２１１－１と第２の
画素読み出し制御信号２１１－２を順にHighとする。これにより、第１の画素読み出しト
ランジスタ３０５と第２の画素読み出しトランジスタ３０６が順に導通する。その結果、
第１のフォトダイオード２１２－１と第２のフォトダイオード２１２－２に蓄積された電
荷が順次フローティングディフュージョン部３０９に溜められて、電荷の加算が行われる
。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　次に、期間t33において、行読み出し制御信号線２１３をHighとする。これにより、行
読み出しトランジスタ３１１が導通し、画素ソースフォロワ３１２でフローティングディ
フュージョン部３０９に溜められた加算電荷が電圧変換され、列読み出し信号線２１５を
介して出力される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　次に、期間t34において、画素リセット制御信号２１４をHighとする。これにより、画
素リセットトランジスタ３１０が導通し、フローティングディフュージョン部３０９の電
荷が０にリセットされる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００２３】
　そして、期間t35及び期間t36において、第３の画素読み出し制御信号２１１－３と第４
の画素読み出し制御信号２１１－４を順にHighとする。これにより、第３の画素読み出し
トランジスタ３０７と第４の画素読み出しトランジスタ３０８が順に導通する。その結果
、第３のフォトダイオード２１２－３と第４のフォトダイオード２１２－４に蓄積された
電荷が順次フローティングディフュージョン部３０９に溜められて、電荷の加算が行われ
る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２４】
　次に、期間t37において、期間t33と同様に、行読み出し制御信号線２１３をHighとする
ことで、フローティングディフュージョン部３０９に溜められた加算電荷が電圧変換され
、列読み出し信号線２１５を介して出力される。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　最後に、期間t38において、画素リセット制御信号２１４及び、全ての画素読み出し制
御信号をHighとする。これにより、画素リセットトランジスタ３１０及び、全ての画素読
み出しトランジスタが導通し、全てのフォトダイオード及びフローティングディフュージ
ョン部３０９の蓄積電荷はすべて０にリセットされ、次の読み出し駆動に対して、改めて
光電荷の蓄積を行う。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
　なお、図４（ｂ）の動作は、期間t31、t32、t35、t36における、第１～第４の画素読み
出し制御信号２１１－１～４をHighとする組み合わせが、図４（ａ）のタイミングチャー
トと異なるだけである。そのため、図４（ｂ）の詳細説明は省略する。図４（ａ）に示す
動作との差異としては、図４（ｂ）では、期間t31及び期間t32において、第１の画素読み
出し制御信号２１１－１と第３の画素読み出し制御信号２１１－３を順次Highとなるよう
にする。そして、期間t35及び期間t36において、第２の画素読み出し制御信号２１１－２
と第４の画素読み出し制御信号２１１－４が順次Highになるようにした点にある。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
ここで、x’とy’は、各分割領域内における加算画像信号の水平方向及び垂直方向のアド
レスであり、HSIZE及びVSIZEは分割領域の水平方向及び垂直方向のサイズを示す。
【手続補正１２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　図９は、画像解析部１０７による、着目分割領域（i, j）のエッジ方向決定処理を示す
フローチャートである。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４７】
　エッジ方向判定部４０７は、着目分割領域（i, j）の統計情報と、記憶部４０８に予め
記憶された周囲８方向の分割領域の統計情報とを用いて、最終的な着目分割領域（i, j）
のエッジ方向判定を行う（Ｓ１７）。ここでは、着目分割領域（i, j）のカウンタC0の値
C0（i, j）及び周囲の分割領域のカウンタC0の値を、以下の式（３）により重み付け合成
し、その合成値C0’を着目分割領域（i, j）の最終的な水平方向の勾配情報とする。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　図２に示す瞳分割方向指示入力１０４－１には、指示情報生成部１０８から出力された
分割画素毎の瞳分割方向指示情報が０または１のディジタル信号として入力される。上述
したように、０は水平方向の瞳分割を指定し、１は垂直方向の瞳分割を指定する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光学系の射出瞳の異なる領域を通った光束をそれぞれ受光する複数の光電変換部が複数
の方向に配列された分割画素を複数有し、前記分割画素毎に、第１の瞳分割方向または該
第１の瞳分割方向に垂直な第２の瞳分割方向に前記光電変換部を分けて、生成された電荷
を加算読み出し可能な撮像素子と、
　前記撮像素子から読み出した電荷から得られた画素毎の画像信号に基づいて、前記撮像
素子の領域を複数に分割した分割領域毎に画像のエッジの方向を判定する判定手段と、
　前記判定手段により前記分割領域毎に判定されたエッジの方向に基づいて、前記分割領
域毎に、前記第１の瞳分割方向と前記第２の瞳分割方向の何れかを決定する決定手段と、
　前記決定手段により決定された前記第１の瞳分割方向または前記第２の瞳分割方向に分
けて、前記各分割画素の加算読み出しを行い、対の画像信号を出力するように前記撮像素
子を制御する読み出し制御手段と、
　前記読み出し制御手段による制御により前記各分割画素から出力された対の画像信号の
位相差に基づいて、焦点調節を行う焦点調節手段と
　を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記判定手段は、前記エッジの方向として、前記第１の瞳分割方向に垂直な第１の方向
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と、前記第２の瞳分割方向に垂直な第２の方向のいずれかを判定することを特徴とする請
求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記エッジの方向が前記第１の方向である場合に、前記第１の瞳分割
方向を決定し、前記エッジの方向が前記第２の方向である場合に、前記第２の瞳分割方向
を決定することを特徴とする請求項２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記決定手段は、前記エッジの方向が垂直より水平に近い場合に、前記第１の瞳分割方
向を決定し、前記エッジの方向が水平より垂直に近い場合に、前記第２の瞳分割方向を決
定することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記撮像素子を構成する全画素を、前記分割画素で構成したことを特徴とする請求項１
乃至４のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像素子は、１つの光電変換部をそれぞれ含む複数の画素と、離散的に配置された
複数の前記分割画素とから構成されていることを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１
項に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記対の画像信号を、前記分割画素毎に加算する加算手段を更に有することを特徴とす
る請求項１乃至６のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　光学系の射出瞳の異なる領域を通った光束をそれぞれ受光する複数の光電変換部が複数
の方向に配列された分割画素を複数有し、前記分割画素毎に、第１の瞳分割方向または該
第１の瞳分割方向に垂直な第２の瞳分割方向に前記光電変換部を分けて、生成された電荷
を加算読み出し可能な撮像素子を有する撮像装置の制御方法であって、
　判定手段が、前記撮像素子から読み出した電荷から得られた画素毎の画像信号に基づい
て、前記撮像素子の領域を複数に分割した分割領域毎に画像のエッジの方向を判定する判
定工程と、
　決定手段が、前記判定工程で前記分割領域毎に判定されたエッジの方向に基づいて、前
記分割領域毎に、前記第１の瞳分割方向と前記第２の瞳分割方向の何れかを決定する決定
工程と、
　読み出し制御手段が、前記決定工程で決定された前記第１の瞳分割方向または前記第２
の瞳分割方向に分けて、前記各分割画素の加算読み出しを行い、対の画像信号を出力する
ように前記撮像素子を制御する読み出し制御工程と、
　焦点調節手段が、前記読み出し制御工程による制御により前記各分割画素から出力され
た対の画像信号の位相差に基づいて、焦点調節を行う焦点調節工程と
　を有することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図２】
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